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令和６年度 子どもの生活状況調査 調査概要➀

項目 内容

調査の目的
県内の子どもの貧困の実態と課題について把握するとともに、県こども計画の策定と施策の
検討のための基礎資料とする

調査対象
小学５年生および１６・１７歳（高校２年生年齢）とその保護者各5,000組
※県内全域を対象に、層化無作為抽出法により、住民基本台帳から抽出

調査期間 令和６年７月１９日～８月９日

調査事項

小学生
学習及びクラブ活動等の状況、進学の希望、生活の状況、
支援の利用状況等

１６・１７歳
学習及びクラブ活動等の状況、就業状況、進学の希望、生活の状況、
支援の利用状況等

保護者
家族の状況、子どもとの関わり方、子どもの進学、生活の状況、
世帯の経済状況、支援の利用状況等

調査方法 調査票を対象者に郵送、郵送もしくはオンラインで回答
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令和６年度 子どもの生活状況調査 調査概要②

配布数 回答数 回答率

小学５年生 5,000 1,993 39.9％

小学５年生保護者 5,000 2,076 41.5％

１６・１７歳 5,000 1,730 34.6％

１６・１７歳保護者 5,000 1,801 36.0％

（参考・R５実施）中学２年生 4,320 1,585 36.7％

（参考・R５実施）中学２年生保護者 4,320 1,715 39.7％

クロス集計項目

住んでいる地域、収入（等価世帯収入）、婚姻状況、世帯人数、ケアラー状況（子どものみ）
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令和６年度 子どもの生活状況調査 結果概要（速報版として抽出した項目）

①本調査における等価世帯収入の分類

②必要とする食料が買えないことがあった経験

③必要とする衣服が買えないことがあった経験

④部活動等に「参加している」割合

⑤１日あたりの勉強時間（学校がある日）

⑥授業の理解度

⑦家族の中にお世話をしている人がいるか（ヤングケアラー）

⑧家族の中にお世話をしている人が「いる」の割合

⑨～⑩１日あたりの勉強時間（ヤングケアラーの状況別）

⑪～⑭希望する行政支援
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①本調査における等価世帯収入の分類

10.2 

11.7 

37.1 

36.0 

47.5 

48.4 

5.2 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学5年生保護者(n=2,076)

16歳・17歳保護者(n=1,801)

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上 無回答

等価世帯収入：世帯の収入を世帯人数の平方根で割って調整した所得。
子どもの貧困率：子ども全体に占める、等価世帯収入が中央値の２分の１（貧困線）
に満たない子どもの割合。



②必要とする食料が買えないことがあった経験
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1.1
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97.0
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61.7

98.3

88.4

65.7

中央値以上

中央値の２分の１

以上中央値未満

中央値の

２分の１未満

中央値以上

中央値の２分の１

以上中央値未満

中央値の

２分の１未満

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった （％）

小学生
保護者

１６・１７歳
保護者

→中央値の２分の１未満の世帯では、小学生の約３.５割、１６・１７歳の約４割で
必要とする食料が買えないことがあった。
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③必要とする衣服が買えないことがあった経験
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中央値以上

中央値の２分の１

以上中央値未満

中央値の

２分の１未満

中央値以上

中央値の２分の１

以上中央値未満

中央値の

２分の１未満

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった （％）

小学生
保護者

１６・１７歳
保護者

→中央値の２分の１未満の世帯では、小学生の約４割、１６・１７歳の約４.５割で
必要とする衣服が買えないことがあった。
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④部活動等に「参加している」割合

34.3%

46.8%
50.4%

53.3%
58.7%

68.5%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

等価世帯収入：

中央値の2分の1未満

(n=198)

等価世帯収入：

中央値の2分の1以上

中央値未満

(n=727)

等価世帯収入：

中央値以上

(n=922)

等価世帯収入：

中央値の2分の1未満

(n=179)

等価世帯収入：

中央値の2分の1以上

中央値未満

(n=573)

等価世帯収入：

中央値以上

(n=767)

小学5年生 16歳・17歳

→収入の低い世帯の子どもほど部活動等に参加している割合が低い。
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⑤１日あたりの勉強時間（学校がある日）
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等価世帯収入：

中央値の2分の1未満

(n=198)

等価世帯収入：

中央値の2分の1以上

中央値未満

(n=727)

等価世帯収入：

中央値以上

(n=922)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

小
学
５
年
生
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等価世帯収入：

中央値の2分の1未満

(n=179)

等価世帯収入：

中央値の2分の1以上

中央値未満

(n=573)

等価世帯収入：

中央値以上

(n=767)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

→収入の低い世帯の子どもほど、勉強時間が短い。

16
・
17
歳



⑥授業の理解度
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等価世帯収入：

中央値の2分の1以上

中央値未満

(n=727)

等価世帯収入：

中央値以上

(n=922)

等価世帯収入：

中央値の2分の1未満

(n=179)

等価世帯収入：

中央値の2分の1以上

中央値未満

(n=573)

等価世帯収入：

中央値以上

(n=767)

小学5年生 16歳・17歳

教科によってはわからないことがある

わからないことが多い

ほとんどわからない

→収入の低い世帯の子ども（特に小学生）ほど
授業がわからないと答えた割合が高い。
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⑦家族の中にお世話をしている人がいるか（ヤングケアラー）
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等価世帯収入：

中央値の2分の1未満

(n=179)

等価世帯収入：

中央値の2分の1以上

中央値未満

(n=573)

等価世帯収入：

中央値以上

(n=767)

小学5年生 16歳・17歳
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小学5年生

(n=1,993)

16歳・17歳

(n=1,730)

いる いない わからない・答えたくない 無回答

⑧家族の中にお世話をしている人が「いる」の割合

→収入の低い世帯の子ども
ほど、ヤングケアラー状態
にある割合が高い。

→小学生では１０.６％、
１６・１７歳では７.４％が
「お世話をしている人がいる」
と回答。
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⑨１日あたりの勉強時間（ヤングケアラーの状況別）

▼小学５年生
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それ以外

ケアラー

状況

それ以外

ケアラー

状況

まったくしない 30分より少ない 30分～１時間 １～２時間 ２～３時間 ３時間以上
学
校
が
あ
る
日

学
校
が
な
い
日

→ケアラー状況の子どもは、学校の授業以外で勉強を
「まったくしない」「３０分より少ない」と答えた割合が多い。
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⑩１日あたりの勉強時間（ヤングケアラーの状況別）

▼１６・１７歳

学
校
が
あ
る
日

学
校
が
な
い
日

21.6

34.7

24.5

41.5

19.3

14.9

23.1

13
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14.9

21.8

11.4

15.6

10.7

17.5

16.3

10.8

13.2

8.7

12.2

14.1

11.6

4.4

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

それ以外

ケアラー

状況

それ以外

ケアラー

状況

まったくしない 30分より少ない 30分～１時間 １～２時間 ２～３時間 ３時間以上

→ケアラー状況の子どもは、学校の授業以外で勉強を
「まったくしない」「３０分より少ない」と答えた割合が多い。
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⑪希望する行政支援（小学５年生保護者）

29.6 

29.7 

7.5 

31.4 

18.3 

26.0 

31.3 

8.8 

39.4 

7.8 

6.8 

18.8 

2.9 

5.2 

26.5 

43.1 

7.6 

41.7 

19.4 

15.2 

24.2 

2.4 

52.6 

3.8 

3.8 

14.2 

2.8 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校や高校、大学・専門学校への進学について相談できる窓口

中学校や高校、大学・専門学校への進学にかかるお金について相談でき

る窓口

アルバイトや就職について相談できる窓口

学校や家庭以外での学習⽀援（無料で勉強を教えてもらえる場所など）

子ども食堂や子ども宅食（子どもがいる家に無料で食べ物が届く仕組み）

やフードバンク（寄附された食品を必要とする人に届ける活動）など、…

児童館のように学校外で小学生世代が集まったり遊べる居場所

普段は経験できないようなイベントやスポーツ、遊びなどを、無料で体験

できる機会

先輩世代の若者たちと様々な活動を体験できる機会

学校にかかるお金の支援（奨学金制度や学校教育にかかる費用の免除 

助成）

健康や性の相談を含めた相談できる人や場所

夜間の保育など、育児、家事支援

学校での放課後などの居場所の提供（放課後に立ち寄れる場所、校内カ

フェなど）

わからない

無回答

小学5年生保護者：全体(n=2,076)

小学5年生保護者：等価世帯収入「中央値の2分の1未満」(n=211)

世帯収入に関わらず学校
にかかるお金の支援につ
いて求める声は多いが、
収入が低い世帯の方がお
金の支援や相談、無料の
学習支援を求めている。



29.4 

39.6 

13.9 

22.3 

13.7 

9.3 

17.7 

11.8 

54.0 

7.6 

9.2 

7.8 

4.5 

5.1 

26.1 

51.2 

15.2 

24.6 

12.3 

5.2 

14.7 

2.8 

67.8 

5.2 

6.2 

4.7 

4.3 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校、大学・専門学校への進学について相談できる窓口

高校、大学・専門学校への進学にかかるお金について相談できる窓口

アルバイトや就職について相談できる窓口

学校や家庭以外での学習⽀援（無料で勉強を教えてもらえる場所など）

子ども食堂や子ども宅食（子どもがいる家に無料で食べ物が届く仕組

み）やフードバンク（寄附された食品を必要とする人に届ける活動）など、

食に関する支援

学校外で同世代が集まったり遊べる居場所

普段は経験できないようなイベントやスポーツ、遊びなどを、無料で体験

できる機会

先輩世代の若者たちと様々な活動を体験できる機会

学校にかかるお金の支援（奨学金制度や学校教育にかかる費用の助成・

免除）

健康や性の相談を含めた相談できる人や場所

育児、家事支援

学校での放課後などの居場所の提供（放課後に立ち寄れる場所、校内カ

フェなど）

わからない

無回答

16歳・17歳保護者：全体(n=1,801)

16歳・17歳保護者：等価世帯収入「中央値の2分の1未満」(n=211) 15

⑫希望する行政支援（１６・１７歳保護者）

世帯収入に関わらず学校
にかかるお金の支援につ
いて求める声は小学生保
護者と比較しても突出して
多いが、収入が低い世帯
の方がお金の支援や相談
を求めている。
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⑬希望する行政支援（小学５年生）

28.7 

11.7 

24.5 

18.6 

23.8 

27.1 

37.9 

7.8 

14.7 

8.0 

27.1 

18.3 

1.6 

29.3 

12.1 

29.3 

16.2 

22.2 

22.2 

29.8 

4.0 

15.2 

8.6 

25.3 

20.7 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校や高校、大学・専門学校への進学について相談できる窓口

中学校や高校、大学・専門学校への進学にかかるお金について相談でき

る窓口

アルバイトや就職について相談できる窓口

学校や家庭以外での学習⽀援（無料で勉強を教えてもらえる場所など）

子ども食堂や子ども宅食（子どもがいる家に無料で食べ物が届く仕組み）

やフードバンク（寄附された食品を必要とする人に届ける活動）など、食

に関する支援

児童館のように学校外で小学生世代が集まったり遊べる居場所

普段は経験できないようなイベントやスポーツ、遊びなどを、無料で体験

できる機会

先輩世代の若者たちと様々な活動を体験できる機会

学校にかかるお金の支援（奨学金制度や学校教育にかかる費用の免除 

助成）

健康や性の相談を含めた相談できる人や場所

学校での放課後などの居場所の提供（放課後に立ち寄れる場所、校内カ

フェなど）

わからない

無回答

小学5年生：全体(n=1,993)

小学5年生：等価世帯収入「2分の1未満」(n=198)

世帯収入による差はあまり
見られず、体験の機会を求
める声が多い。
また、進学や就職について
の相談窓口、居場所につい
ても一定の希望がある。
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⑭希望する行政支援（１６・１７歳）

40.5 

20.3 

22.8 

18.1 

13.6 

20.0 

20.5 

9.0 

27.5 

6.4 

27.1 

12.8 

2.6 

31.5 

26.6 

23.9 

19.0 

17.9 

14.7 

21.2 

3.3 

40.2 

7.1 

24.5 

10.9 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学・専門学校への進学について相談できる窓口

大学・専門学校への進学にかかるお金について相談できる窓口

アルバイトや就職について相談できる窓口

学校や家庭以外での学習⽀援（無料で勉強を教えてもらえる場所など）

子ども食堂や子ども宅食（子どもがいる家に無料で食べ物が届く仕組み）

やフードバンク（寄附された食品を必要とする人に届ける活動）など、食

に関する支援

学校外で同世代が集まったり遊べる居場所

普段は経験できないようなイベントやスポーツ、遊びなどを、無料で体験

できる機会

先輩世代の若者たちと様々な活動を体験できる機会

学校にかかるお金の支援（奨学金制度や学校教育にかかる費用の免除 

助成）

健康や性の相談を含めた相談できる人や場所

学校での放課後などの居場所の提供（放課後に立ち寄れる場所、校内カ

フェなど）

わからない

無回答

16歳・17歳：全体(n=1,730)

16歳・17歳：等価世帯収入「2分の1未満」(n=184)

収入が低い世帯の子ども
は、よりお金の支援や相
談を求めている。
全体として、進学について
の相談窓口を求める声が
一番多く、放課後の居場
所を求める声も多い。
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１．保護者の経済状況が子どもの生活だけでなく、学習状況や学力にも影響を与えている。

収入が低い世帯の子どもほど学校外での勉強時間が短く、また、授業の理解度も低い傾向にある。

２．保護者の経済状況が部活動への参加等、授業以外の経験を得られる機会にも影響を与えている。

収入が低い世帯の子どもほど、部活動等をはじめとした様々な体験の機会が少ない傾向にあり、
いわゆる「体験格差」が懸念される。

３．希望する行政支援は、保護者と子どもで異なる傾向が見られる。

保護者は子どもの年齢問わず、進学にかかるお金の相談や学費の支援を求めている。

小学生は体験の機会を求める声が多く、16・17歳は進学についての相談を求める声が多い。

収入の低い世帯の子どもは、特に進学にかかるお金の相談や学費の支援について希望する声が多
いという結果となった。

また、小学生、16・17歳問わず放課後の居場所を求める声が一定数ある。


